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1) 森下正明(1976).｢動物の社会｣(生態学講座 19),第 2章.共立出版.






























の成長量のうち新しく入ってきた企業による寄与の割合をγ とすれば, 1/〟-1- γ である｡
しかし医薬品産業では上位集団に新入 りがほとんどなく下位集団に多いので,この関係は事実
に反 しているように思われる｡ したがって企業サイズの分布を生みだす仕掛けは改めて考えな
くてはならない｡また企業には最小最適規模があると考えられているが,ここで得られたlog∫
とlognの関係の折れまがり点がこれに関係している可能性もあり,サイズ分布 を説明できる
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